
 

１ 健やかなくらしをともに支えるまちづくりに取り組みます 

２ 地域の資源を生かした産業の振興と活力あふれるまちづくりに取り組みます 

３ のびのびと学び、夢と志を育むまちづくりに取り組みます 

４ 快適な生活を支える、コンパクトで安全・安心なまちづくりに取り組みます 

５ 質の高い持続可能なまちづくりに取り組みます 

 

１ 豪雨水害に対する抜本的対策の推進 

２ 子育て世帯への継続的な支援 

３ 誰もが安心して暮らせる町の実現に向けた福祉施策の推進 

４ 町全体の豊かな復興 

５ 町民目線で進める、公平で健全な町政運営 

 

１ 新年度の組織体制（職員人数の見込等） 

２ 中期財政見通しにおける今後の町の財政状況 

３ 議会審議（一般質問・決算審査特別委員会等）での答弁や回答 

４ 行政区・関係団体（町民懇談会含む）等からの要望 

５ 定期監査・決算監査における指摘 

 
 

 

 

                                    

 

 

 

 

本町の財政は、物価高騰の影響に加え、人口構造の変化に伴う社会保障費の増加や、公共施設の老朽化 

対策・再編など、多くの財政需要が見込まれており、持続可能な財政運営を行う上で大きな課題に直面し 

ています。 

また、上記に加え、国が示す「地方財政の課題」にある、活力ある持続可能な地域社会の実現のため、 

行政効率化と地域課題の解決に向けた地域ＤＸの推進や、防災・減災対策の強化による災害対応力の向上 

などにも取り組んでいく必要があります。 

これら社会の課題や時代の変化等に柔軟かつ適切に対応するためには、働き方改革を踏まえた事業の組 

み替えなど、既存事業を見直し、「スクラップアンドビルド」の視点を取り入れながら、限られた資源を 

有効に活用し、より効果的な行政運営を目指すことが求められます。 

こうした考えのもと、「第６次山元町総合計画」を基本に、町長が公約に掲げた５つの柱の具現化に向 

け、前向きで慎重な調査・検討等を、引き続き進めることとします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

１ 予算編成に当たって 

⑴ 「町民が主人公のまち・山元町」の実現に向けたまちづくりの推進 

令和８年度は、４月に町長選挙を控えており、「骨格予算」としての編成となりますが、第６次

総合計画の実施計画（第２期）の中間年度に当たるため、計画に掲げる各種施策を着実に推進する

とともに、職員一人一人が、知恵を結集し工夫を凝らし、地域の声に耳を傾けながら、町の資源を

有効、かつ効果的に活かせる予算編成に努めること。 

 

⑵ 経費の圧縮や節減 

職員一人一人がコスト意識を高め、創意工夫による事業の効率化に取り組み、時間外勤務の縮減

をはじめ、事務費や施設管理経費の節減等に努めること。 

 

⑶ 業務プロセスの改善 

自治体ＤＸを始めとしたデジタル政策の推進や、指定管理制度を含む民間活力導入等により、更な

る町民サービスの向上や職員体制を考慮した業務プロセスの改善を図ること。 

 

⑷ 国等の的確な動向把握とその対応 

国の少子化対策、こども政策の抜本強化の内容や自治体ＤＸに関する方針など、地方創生をはじめ

とする各種施策の動向については細心の注意を払い、常に先を見据えた対応を図ること。 

 

⑸ 繰越を前提としない適切な事業規模 

年次計画等に基づく各種事業については、会計年度独立の原則（一会計年度の歳出予算の支出のす

べてをその年度内に終わらせて、次年度に関係させない）に則り、当該年度中に事業執行（完了）で

きる規模とすること。 

 

⑹ 財源を意識した予算編成 

各事業を計画する際は、どのような財源で成り立っているのか常に考え予算編成に努めること。ま

た、多額の一般財源や地方債を活用する事業については、政策全般や町の将来に与える影響等も十分

吟味したうえで、要求すること。 

 

⑺ 後年度負担の軽減に資する地方債の発行・抑制  

地方債の発行は、町の公債費が増加傾向にあることに加え、小学校再編に伴う施設整備や消防庁舎

の建設など、今後も大きな財政需要が見込まれます。 

このことから、引き続き、事業費の抑制と事業実施年度の平準化に取り組み、可能な限り、地方債

の発行額が元金償還予定額を下回ることを目標とする。 

 

⑻ 持続可能な財政運営の確保 

産業振興や雇用の拡大など、将来的な税収に繋がる各取り組みを展開するとともに、企業版ふるさ

と納税制度やクラウドファンディングの活用など、可能な限り財源確保に努め、限られた基金や一般

財源を最大限に活かせるよう、毎年度作成する中期財政見通しを参考に、身の丈に合った予算要求を

行うこと。 

【第６次山元町総合計画における５つの基本方針】 

【町長公約に掲げる５つの柱】 

【予算編成に向けた留意事項（５つのチェック）】 

２ 令和８年度予算編成において、重視する視点 

◆令和８年度山元町当初予算編成方針◆ ～誰もが安全・安心に暮らし、だれ一人として取り残さない、『山元町』の実現を目指して～  

 


